
（郵便入札用） 

落札となるべき同価の入札が２名以上ある場合のくじによる決定方法 

郵便入札において、落札となるべき同価の入札をした者が２名以上の場合は、

次の方法により、くじ（抽選）で落札者を決定します。 

なお、事後審査型の場合の落札候補者及び低入札価格調査制度適用の場合の

調査対象者（のちに落札候補者となった際にも適用）の優先順位についても準

用します。 

 

① 入札書の「くじになった場合に備えての３桁以内の任意の数字記入欄」に、

３桁以内の任意の数字を記入していただいた上で、入札参加申込を行ってい

ただきます。 

② 同額者の３桁以内の任意の数字を合計します。 

※当該欄の記載がないとき又は数字が特定できないときは９９９を、４桁以

上の数字が記載されているときは下３桁を割り当てます。 

③ 設計図書等配付申込ファックスの本市が受信した早い順に０、１、２…と

０から同額者にくじ番号を割り当てます。 

④ 開札立会人の方に、棒くじで数字を１つずつ抽出していただき、その結果

により３桁以内の数字を１つ決定します。 

※３桁のどの「位」を抽出していただくかは、あらかじめ抽選で決定し、百

の位、十の位、一の位の順に抽出していただきます。 

「百の位３」、「十の位０」、「一の位３」の場合、「３０３」 

⑤ 次の計算式により余余余余りのりのりのりの数字数字数字数字を求めます。 

（ａ＋ｂ）÷ｃ＝ｄ…余りｅ 

ａ ②の３桁以内の任意の数字の合計 

ｂ ④の開札立会人が抽出した３桁以内の数字 

ｃ 同額者数  

ｄ 計算式で求められた数（ただし、整数） 

ｅ 計算式で求められた余りの数（ただし、整数） 

⑥ ③③③③のくじのくじのくじのくじ番号番号番号番号とととと⑤⑤⑤⑤のののの計算式計算式計算式計算式によりによりによりにより求求求求めためためためた余余余余りのりのりのりの数字数字数字数字がががが合致合致合致合致したしたしたした者者者者を落札

者として決定します。 

※事後審査型の場合の落札候補者及び低入札価格調査制度適用の場合の調

査対象者（のちに落札候補者となったときにも適用）の優先順位を決定する

際において、同額者が３者以上のときは、選定した者のくじ番号の次の番号

の者を次順位、以下次の番号の者（繰り返し※次の番号がない場合は０に戻

る）とします。 



計算例 

※Ａ～Ｄの４者が同額（３桁以内の任意の数字・ファックス到着順は下表のとお

り）で、開札立会人が抽出した３桁以内の数字が「３０３」の場合 

 

（（（（（（（（３００３００３００３００＋＋＋＋１２３１２３１２３１２３＋＋＋＋００００００００８８８８＋＋＋＋９９９９９９９９９９９９））））＋＋＋＋３０３３０３３０３３０３））））÷÷÷÷４４４４＝＝＝＝４３３４３３４３３４３３余余余余りりりり１１１１    
           ａ          ｂ   ｃ  ｄ   ｅ 

→→→→余余余余りがりがりがりが１１１１となったのでとなったのでとなったのでとなったので、、、、くじくじくじくじ番号番号番号番号１１１１ののののＢＢＢＢがががが落札者落札者落札者落札者となりますとなりますとなりますとなります。。。。 

 

※事後審査型の場合の落札候補者及び低入札価格調査制度適用の場合の調査対

象者（のちに落札候補者となったときにも適用）の優先順位を決定する際におい

ては、この例の場合、優先順位第１位がＢ、第２位がＣ、第３位がＤ、第４位が

Ａとなります。 

 
くじになった場合に備えての

３桁以内の任意の数字 

設計図書申込の 

ＦＡＸ受信日時 

設計図書申込の 

ＦＡＸ到着の早い順 

（くじ番号） 

Ａ ３００ 2007/7/3 9:00 ０ 

Ｂ １２３ 2007/7/3 10:00 １１１１    

Ｃ ００８ 2007/7/3  14:00 ２ 

Ｄ 
記載なし 

（→９９９を割り当て） 
2007/7/3  16:00 ３ 

開札立会人 ３０３   


